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　消費者教育ポータルサイト（以下ではポータルサイトと略す）は、今年4月に改修された。この

改修に関わる検討会に関わらせていただいたので、関係者として一言述べておきたい。このサイト

は、平成21年12月から運用が始まり、何度か改修されて、現在に至っている。なぜ消費者庁は、

このポータルサイトにこだわって、継続的に取り組んでいるのだろうか。私見だが、それは国の消

費者教育の推進にとって、このポータルサイトを「学校、地域、家庭も職域その他の様々な場」に

対する「消費者教育の総合インフラ」にしたいと考えているからだと思われる。

　具体的な例で説明しよう。例えば、学校の先生が消費者教育の授業を行おうとする場合、教材研

究から始めると思うが、教材研究の材料はどのように収集するだろうか。まず教科書や指導書等の

教材を利用するだろうが、それだけでは不十分だったり、もっと調べたかったりする場合もあるだ

ろう。また、時には児童・生徒の実態に即したもっと適切な副教材や授業に使えそうな消費者トラ

ブルの事例はないだろうかと探すことがあるだろう。その場合には、ネットで検索をしたり、自治

体や関係機関のサイトを一つずつ開いて副教材や情報を探すかもしれない。確かにネットで検索す

るのは一見便利だが、情報の信頼性が心配な場合もあるし、自治体や関係機関のサイトを見ていく

としても、今日のように全国あちこちの地方公共団体や関係機関で様々な副教材等を作成し、情報

が飛び交っている状況では、本当はもっと適切なものがあるにもかかわらず、たまたま見つけた副

教材や情報に頼ってしまうかもしれない。このような情報収集の問題に対して一つの解決策を示し

て入れているのが、このポータルサイトである。

　改修されたポータルサイトでは、トップページが見やすくシンプルになっていて、「検索」がす

ぐ利用できるようになっており、「新着情報」や「トピックス」、「教材おすすめ情報」等も一覧で

きるようになっている。学校現場の指導方針がわかる「学習指導要領解説」や「消費者問題の歴

史」や「我が国の消費者政策」もリンクされている。サブページでは「教材を探す」だけでなく、

各種団体による「取組事例を見る」や都道府県別に「講師を探す」こともできるし、近年の消費者

トラブル事例があがっている「注意喚起チラシを探す」こともできる。このように「総合インフ

ぜひ、改修された消費者教育ポータルサイトを
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ラ」としてのプラットフォームを示していることになる。

　実際に、2022年8月31日現在だが、「検索」に成年年齢引下げで話題の「契約」を入れると、

397件でてくるが、さらに「小学」を加えると55件、「中学」を加えると118件、「高校」を加え

ると184件、「高齢者」を加えると51件と、校種や属性に応じて絞ることもできる。そのリストは

新着順にあがっているので上からみていけば、新しい副教材をみつけることができる。副教材の内

容も、同じフォーマットに沿って項目別にわかりやすく書かれており、そのリンクが2番目にある

のですぐ開くことができる。ゲーム等の場合には、ゲームにかかる時間まで書かれている副教材も

ある。

　このように扱いやすくなっているポータルサイトなので、ぜひ多くの皆さんに利用してほしい。

その上でサイトの良いところ、使いにくいところなど、気付いたことがあればトップページの左下

の方にある「ご意見メールボックス」を通して、どしどしご意見を寄せていただきたい。

　また、ポータルサイトの有用性は、そこに掲載されるタイムリーな情報等の質と量に依存する。

それは当然、消費者庁及び関係省庁だけでカバーできるものではなく、全国各地で取り組まれてい

る消費者教育の様々な教材や情報が収集できてこそ、サイトの価値が高まるのである。まだ登録さ

れていない自治体や関係機関も散見されるので、地方公共団体や関係機関の皆さんにおかれては、

ぜひユーザー登録をして、教材や取組事例、講師情報、注意喚起チラシ等を積極的に掲載し、この

ポータルサイトが国の「消費者教育の総合インフラ」になるよう、ご支援いただきたい。

　どんなポータルサイトでも常に未完成なものである。特に今日のように最新情報が飛び交い、技

術的な進歩も早いと、今はよくても、明日にはすぐに物足りないものになってしまう可能性が高

い。このサイトも今は使い勝手が良くなったとはいえ、時代に合わせて常に改善しなければ物足り

ないものになってしまうだろう。消費者教育を考えるのだったら、まずこのポータルサイトを開こ

うと皆さんに言ってもらえるように、消費者庁が消費者教育施策の一つの柱として全力で取り組ん

でくれることを期待している。
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すぐに利用できるキーワード
入力欄。
よく検索されるワードをタグ
化してすぐに調べられるよう
に利便性を高めてあります。

サブページ

このボタンからで
もサブページに
ジャンプします。

学校現場の
指導方針
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投稿申込みは
こちらから

このフォームで登
録してください。


